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庚申庵
こうしんあん

は江戸時代の天明（1781～1789）から寛政年間（1789

～1801）にかけて活躍した俳人栗田樗堂
く り た ち ょ ど う

の草庵である。庵は床

の間４畳半、中の間３畳、奥の間２畳よりなり、南側２間半、

東に１間、西に２間の廊下と北側に１坪の雪隠
せっちん

がつく木造本瓦

葺平屋建8.23坪の簡素な小家屋である。

寛政12（1800）年の創建で一部改修があるが、ほぼ原形をと

どめ、樗堂時代の面影を止めている。また、南側に隣接して46

坪ほどの風雅な小庭があり、フジが有名である。「庚申」の名

については、庚申年の創建で付近に青面金剛の小祠があったこ

とによるといわれる。

樗堂は松山の豪商豊前屋後藤昌信
ご と う ま さ のぶ

の三男に生まれ、酒造業栗

田家に入って本業に精励するとともに明和８（1771）年から19

年間町政に重きをなした。この間俳譜に傾倒し、京都の加藤暁
かとうぎょうだ

台
い

に教えを受け焦風
しょうふう

復興運動に尽力した。

こうしんあん

庚申庵

松山市味酒町２丁目
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